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か。第 2 に，学習後の時点において自然習得によるインプットの影響がどれほど残存しているのか。そして第 3 に，
それらが彼らの自然談話においてどのような形式で現れるのか。などの点である。






















章の前半においては， BI, BA, BM という 3 名のインフォーマントの動詞の使用状況を記述した。ほとんど学習歴
のない BM のデータを，ボランティアの日本語教室で学習している BI と BA のデータと対照的に分析し， BM には動




章の後半では，モダリティ表現の使用について考察した。モダリティ表現の中では，終助調の「よ J と「ねj が調
査の最初の段階から多く用いられた。特に， IねJ の使用が注目される。ブラジル人は「ねJ を複数の文脈で用いるが，
そこにはポルトガル語からの転移が認められるのである。また，語棄や表現力が足りない場合には， Iね」を補充形式
として用いる傾向も観察される。
第 5 章では，スタイル切り替えの習得という社会言語能力のー側面を考察した。分析によると， BI ， BA の運用と BM
の運用とは異なっていることが判明した。 BI と BA は，学習することによって日本語の標準的なスタイルにさらされ，
そのスタイルと職場で用いられる方言的なインフォーマルなスタイルとの差異を意識するようになる。そして，職場
場面と教室場面において，自ずからスタイルを切り替える能力を発達させる。こうしたスタイル切り替えは，特に「普
通体j と「丁寧体」の使い分けにおいて顕著に見られた。一方， BM は，職場場面と教室場面とにおけるスタイル差を
認識できないようである。このようなインフォーマント間に見られる差異は，主に意図的な学習の有無に由来するも
のと考えられる。
最後に第 6 章では，論文の全体を総括し，調査法などに関する反省を述べた。また，今後に展開すべき課題を提示
した。
論文審査の結果の要旨
日本に在住しているブラジル人は，現在20万人近くにのぼっており，その大部分が就労者として来日した人々であ
る。これは， 80年代の後半にブラジルの経済が悪化しつつあった一方，日本の好景気が最高潮に達した状況の中で，い
わゆる「出稼ぎ」現象が起きたことに起因する。これらプラジル人就労者の使用する日本語は，その多くが自然習得
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によったものである。
ところで，これまでの第 2 言語としての日本語習得に関する研究は，そのほとんどが教室内で正式に学習したのち
に自然な環境で日本語を使用するようになった人々が分析の対象となっていた。その理由は，最近まで，日本語を習
得する人々が，教室を学習の出発点とした留学生，あるいはビジネスマンなどに限られていたからである。しかしな
がら，近年は，生活しながら日本語を自然習得する移住者や日本人と結婚した配偶者などがだんだんと増えてきてい
る。そのような中で，第 2 言語としての日本語習得の場合においても，その自然習得をめぐっての研究に取り組むべ
き時代が到来したのである。本論文は，その前衛的な研究として位置づけされるべきものである。
本論文は，まず滞日ブラジル人の属'性，言語的な背景，日常のネットワークをアンケート調査を通じて調べた上で，
自然談話での具体的な日本語使用を綿密に分析している。自然談話においては，特に動詞とモダリテイ表現の使用に
ついて詳細に記述している。またスタイル切り替えの習得過程を追究することによって，社会言語能力のー側面を明
らかにしている。これらの成果は，今後に展開されるべき研究のための基礎となる貴重なものである。
なお，インブォーマントをめぐる「職場内J と「職場外J，それぞれでの日本語のインプットについて分析した結果
では，特に職場において，日本語母語話者による方言コードとの接触が多いにもかかわらず，ブラジル人自らによる
方言形式の用例は少ないことが指摘される。学習の有無に関係なく，方言形式の使用が動詞否定辞の「へん」や指定
辞の「や」に限られている。この理由は明らかにされていないが，今後，方言コードのインプットと習得の関係，ま
た方言に対する意識の面について，より深い調査を行う必要があろう。今回は，実際の言語使用の実態を重視した調
査に終始しているが，ブラジル人の日本語の習得における動機，また日本語に対する意識など，言語使用に潜在して
いる意識面を調べることが望まれる。
本研究での自然談話調査においては，各インブォーマントに個人差があるとは言え，共通する点も多く見出せてい
ることには十分な意義を認めることができょう。しかし，今後は個人研究ではなく，大規模な共同研究に進めるべき
であろう。そこでは本研究でカバーしきれなかった課題や問題点を総括的に明確にすることができるはずである。
今後，ブラジル人の定住化に伴い，日本語の使用にとどまらず，ポルトガル語の使用の実態，特に家庭内での日本
語とポルトガル語の併用にかかわる研究の必要性が出てくるであろう。また，外国人就労者と地域住民との葛藤，そ
してそのような新しい社会的状況に応じた言語教育のあり方，など，新しい課題も出てきている。
本論文は，ブラジル人就労者の日本語使用の実態という，日本における外国人の言語行動のー側面を調べたもので
あるが，この研究は，以上の課題に関する研究の糸口ともなるであろう。
以上のように，本論文は，今後に展開されるべき研究への指針となるものであり，博士(文学)の学位に十分ふさ
わしい価値を有するものと認定する。
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